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は 62年，ヒノキ，スギの面積割合は 93％と 7％で，
第 7次森林簿（宇都宮大学農学部森林科学科・附属
演習林 2010）による立木密度は 1,066本 /ha，蓄積
は 439m3/haである（表－ 1）。伐採前の毎木調査に














㠃✚㸦ha㸧 ඲ 2.41 ᯘᆅ 2.30 ఆ᥇ 0.61 
ᯘ㱋㸦ᖺ㸧 62 
ᶞ✀ ࣄࣀ࢟ ࢫࢠ ྜィ 
㠃✚๭ྜ㸦%㸧 93 7 100 
ᖹᆒ⬚㧗┤ᚄ㸦cm㸧 22 32  
ᖹᆒᶞ㧗㸦m㸧 20 23  
❧ᮌᐦᗘ㸦ᮏ/ha㸧 1,035 31 1,066 
⵳✚㸦m3/ha㸧 408 31 439 
 
ᶞ✀ ࣄࣀ࢟ ࢫࢠ ࢧ࣡ࣛ ྜィ 
❧ᮌᮏᩘ 733 25 4 762 
ᖹᆒ⬚㧗┤ᚄ㸦cm㸧 22.80 33.76 32.50 23.21 
ᖹᆒᶞ㧗㸦m㸧 22.05 26.00 24.00 22.93 
ᖹᆒᖿᮦ✚㸦m3/ᮏ㸧 0.453 1.277 0.872 0.483 








































材とは 3m材かつ末口径が 16～ 20cmの芯持ち柱用
を対象とし，柱適材の比率は，本数比率である。なお，
2000～ 2002年の素材販売実績（斎藤ら 2004）にお
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18.2千円 /m3，3m材で 15.9千円 /m3であり，並材と
比べて単価が平均で，4m材において 16.1％，3m材
において 4.8％低い値を示した。一般材における曲



























均末口径が 35.7cm，平均単価が 13.1千円 /m3であ
り，3.65m材の末口径が 30cm以上，平均末口径







均末口径が 19.1cm，平均単価は 10.9千円 /m3であっ
た。曲がり材については，3m材の末口径が 30cm以
















































































































































スギ中丸太（末口径 14.0～ 22.0cm，材長 3.65～ 4.0m）
の単価の推移を図－ 7に示す（林野庁 2016）。2002
年におけるヒノキ・スギ中丸太の平均単価はそれぞ




















































ᶞ✀ ᮦ㛗 ༢౯䠄༓෇㻛㼙㻟䠅 ༢౯䠄༓෇㻛㼙㻟䠅 ῶᑡ⋡䠄䠂䠅 ༢౯䠄༓෇㻛㼙㻟䠅 ῶᑡ⋡䠄䠂䠅
୍⯡ᮦ 㻞㻜㻚㻤 㻠㻠㻚㻥 㻡㻟㻚㻢 㻠㻠㻚㻣 㻡㻟㻚㻠
୪䚷ᮦ 㻞㻝㻚㻣 㻠㻠㻚㻜 㻡㻜㻚㻣 㻠㻡㻚㻢 㻡㻞㻚㻠
᭤䛜䜚ᮦ 㻝㻤㻚㻞 㻟㻞㻚㻢 㻠㻠㻚㻝 㻞㻡㻚㻥 㻞㻥㻚㻢
୍⯡ᮦ 㻝㻢㻚㻟 㻟㻝㻚㻢 㻠㻤㻚㻠 㻞㻡㻚㻝 㻟㻡㻚㻝
୪䚷ᮦ 㻝㻢㻚㻣 㻟㻞㻚㻟 㻠㻤㻚㻟 㻞㻣㻚㻤 㻟㻥㻚㻥
᭤䛜䜚ᮦ 㻝㻡㻚㻥 㻞㻟㻚㻜 㻟㻜㻚㻣 㻞㻝㻚㻢 㻞㻢㻚㻞
ᑠᚄᮦ 㻝㻜㻚㻟 㻝㻝㻚㻣 㻝㻞㻚㻜 㻝㻟㻚㻢 㻞㻠㻚㻟
㻞㼙 ▷ᑻᮦ 㻝㻢㻚㻝 㻠㻝㻚㻟 㻢㻝㻚㻜 㻟㻝㻚㻡 㻠㻤㻚㻥
㻠㼙 ୍⯡ᮦ 㻝㻟㻚㻝 㻟㻣㻚㻤 㻢㻡㻚㻠 㻙 㻙
㻟㻚㻢㻡㼙 ୍⯡ᮦ 㻝㻟㻚㻤 㻞㻠㻚㻢 㻠㻟㻚㻥 㻙 㻙
㻟㼙 ୍⯡ᮦ 㻝㻜㻚㻢 㻝㻡㻚㻠 㻟㻝㻚㻠 㻙 㻙












長伐期材スギそれぞれ 135.0千円 /m3，63.7千円 /
m3，73.0千円 /m3であったのに対し，今回のヒノキ，
スギはそれぞれ 34.6千円 /m3，14.7千円 /m3であった。
3.2　立木の成長と生産された丸太の関係
　立木 25本（うちヒノキ 23本，スギ 2本）から生





材が 42.0％で 74本，4m材が 7.9％で 14本であった。
4番丸太以降は 3m材および 2m材のみであった。
　ヒノキの立木 1本から生産された丸太は平均 6.9
本であり，1～ 7番丸太が全体の 95.6％の 151本を
占めた。ヒノキの材長別の丸太の合計では，2m材
が全体の 47.5％で 75本，3m材が 43.7％で 69本，
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直径が 25.0～ 29.9cmの立木の 66.7％が区分 B，胸
高直径が 20.0～ 24.9cmの立木の 83.3％が区分 D，










素材材積で 0.337～ 0.932m3/本，素材価格で 3.1～
18.9千円 /本および素材単価で 9.2～ 20.3千円 /m3
であり，価格区分により大きなばらつきが見られた。
特に素材価格では区分 Aと Dの間には 6倍程度の
差異が存在した。
　次に，ヒノキの価格区分別の立木本数，素材材積
および素材価格の比率を図－ 9に示す。区分 Aと B
を合わせた素材価格が 10千円 /本以上の立木は，本
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図－ 9　ヒノキ価格区分別立木本数、素材材積、素材価格の比率 図－ 10　ヒノキの胸高直径と素材材積、素材価格、素材単価
㻠 㻝㻜 㻠㻟㻚㻡 㻠 㻝㻜㻜㻚㻜 㻠 㻝㻜㻜㻚㻜 㻞 㻡㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜
㻟 㻥 㻟㻥㻚㻝 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻞 㻡㻜㻚㻜 㻠 㻝㻜㻜㻚㻜 㻟 㻣㻡㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜
㻞 㻠 㻝㻣㻚㻠 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻝 㻞㻡㻚㻜 㻟 㻝㻜㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜
ィ 㻞㻟 㻝㻜㻜㻚㻜 㻠 㻝㻜㻜㻚㻜 㻠 㻝㻜㻜㻚㻜 㻠 㻝㻜㻜㻚㻜 㻠 㻝㻜㻜㻚㻜 㻠 㻝㻜㻜㻚㻜 㻟 㻝㻜㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜
㻠 㻟 㻤㻚㻤 㻝 㻞㻜㻚㻜 㻞 㻠㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜
㻟 㻝㻥 㻡㻡㻚㻥 㻝 㻞㻜㻚㻜 㻟 㻢㻜㻚㻜 㻡 㻝㻜㻜㻚㻜 㻡 㻝㻜㻜㻚㻜 㻠 㻤㻜㻚㻜 㻝 㻞㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜
㻞 㻝㻞 㻟㻡㻚㻟 㻟 㻢㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻝 㻞㻜㻚㻜 㻠 㻤㻜㻚㻜 㻠 㻝㻜㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜
ィ 㻟㻠 㻝㻜㻜㻚㻜 㻡 㻝㻜㻜㻚㻜 㻡 㻝㻜㻜㻚㻜 㻡 㻝㻜㻜㻚㻜 㻡 㻝㻜㻜㻚㻜 㻡 㻝㻜㻜㻚㻜 㻡 㻝㻜㻜㻚㻜 㻠 㻝㻜㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜
㻠 㻝 㻟㻚㻠 㻝 㻞㻡㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜
㻟 㻝㻠 㻠㻤㻚㻟 㻜 㻜㻚㻜 㻟 㻣㻡㻚㻜 㻟 㻣㻡㻚㻜 㻠 㻝㻜㻜㻚㻜 㻟 㻣㻡㻚㻜 㻝 㻞㻡㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜
㻞 㻝㻠 㻠㻤㻚㻟 㻟 㻣㻡㻚㻜 㻝 㻞㻡㻚㻜 㻝 㻞㻡㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻝 㻞㻡㻚㻜 㻟 㻣㻡㻚㻜 㻠 㻝㻜㻜㻚㻜 㻝 㻝㻜㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜
ィ 㻞㻥 㻝㻜㻜㻚㻜 㻠 㻝㻜㻜㻚㻜 㻠 㻝㻜㻜㻚㻜 㻠 㻝㻜㻜㻚㻜 㻠 㻝㻜㻜㻚㻜 㻠 㻝㻜㻜㻚㻜 㻠 㻝㻜㻜㻚㻜 㻠 㻝㻜㻜㻚㻜 㻝 㻝㻜㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜
㻠 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜
㻟 㻞㻣 㻟㻣㻚㻡 㻜 㻜㻚㻜 㻡 㻡㻜㻚㻜 㻤 㻤㻜㻚㻜 㻤 㻤㻜㻚㻜 㻡 㻡㻜㻚㻜 㻝 㻝㻞㻚㻡 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜 㻜 㻜㻚㻜
㻞 㻠㻡 㻢㻞㻚㻡 㻝㻜 㻝㻜㻜㻚㻜 㻡 㻡㻜㻚㻜 㻞 㻞㻜㻚㻜 㻞 㻞㻜㻚㻜 㻡 㻡㻜㻚㻜 㻣 㻤㻣㻚㻡 㻤 㻝㻜㻜㻚㻜 㻡 㻝㻜㻜㻚㻜 㻝 㻝㻜㻜㻚㻜






















－ 9に示す。区分 Aの丸太では，4m材が 43.5％，
3m材が 39.1％と，丸太単価の高い 4m材および 3m
材が 82.6％であった。区分 Bでは 3m材が 55.9％，
2mが 35.3％であった。区分 Cでは 3m材と 2m材が
48.3％を占め，区分 Dでは 2m材が 62.5％を占めた。
　次に 1番丸太をみると，最も丸太単価の高い 4m
材が，区分 Aの 100.0％および区分 Bの 20.0％で
あった。一方，丸太単価の安い 2m材については区
分 Aでは 0.0％であったが，区分 Bで 60.0％，区分
Cで 75.0％，区分 Dで 100.0％を占めた。4m材およ
び 3m材の採材にあたり，目視により樹幹の曲がり
を観察し，曲がり材になる可能性があるものは曲が
り材を回避するために，2m材を採材している。こ
のため 2m材の比率が高い価格区分は樹幹に曲がり
が存在していた立木であったと考えられる（斎藤ら
2007）。
４．おわりに
　本調査におけるヒノキとスギの販売単価は 2000
～ 2002年と比べ，全体的に大幅に低くなっていた。
ただし，ヒノキについては径級が 22cmを超える材，
スギは 4m材と 3.65m材において比較的高い価格で
販売されていた。
　また，ヒノキ 23本を対象として，価格の優れた
丸太が生産される立木の基礎的な情報を得る目的で
立木の成長と生産された丸太との関係を検討した結
果，胸高直径と素材材積，素材価格および素材単価
との間に高い相関関係が示され，胸高直径の大きな
立木は，幹曲りが少なく 1番丸太において丸太単価
の最も高い 4m材が生産される可能性が高い傾向を
示す一方，胸高直径の小さな立木では，4m材の生
産が少なく，樹幹に曲りが存在する傾向があるため
2m材の生産が多くなり，素材価格および素材単価
が低い値を示すことが確認された（斎藤ら 2007）。
　これらのことから，高い経済性を目的とする人工
林を造成するためには，幹曲りが存在する小径木を
積極的に間伐し，主伐対象木の直径成長を促進させ，
4m材が生産できる立木を生育することが重要であ
ることが確認された。
　最後に，本報告をまとめるにあたり，ご協力頂い
た宇都宮大学農学部附属演習林職員の皆様に謝意を
表します。
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